
令和２年度第２回第６次碧南市総合計画審議会 

議事要旨 

日 時 令和２年１０月９日（金） 午後１時～午後１時５０分 

場 所 碧南市役所 ２階 談話室１・２・３ 

出席者 

■出席 

□欠席 

審議会 

委員 

■鈴木並生委員 ■渡邊明博委員 □鈴木泰博委員 

□石川鋼逸委員 ■河原厚司委員 ■鈴木たか子委員 

■禰宜田知司委員 □生田譲委員 ■水野博史委員 

□奥村晋平委員 ■齋藤孝司委員 ■鈴木康伸委員 

■小城康裕委員 ■加藤浩孝委員 □平松常一委員 

□岩瀬弘朋委員 ■長田良次委員 ■榊原健委員 

■永坂幸子委員 ■鈴木まゆみ委員 ■金原功委員 

■鈴木政枝委員 ■竹原幸子委員 ■榊原由太郎委員 

■森下敏弥委員 ■永井朋佳委員 ■杉浦優子委員 

□長田あすみ委員 

□石井拓顧問 ■岩崎顧問兼助言者 

事務局 
奥谷総務部長、生田経営企画課長、中川経営企画課長補佐兼政策

推進係長、鈴木主査 

傍聴者 １名 

次 第 

１ 市民憲章唱和 

２ 会長あいさつ 

３ 議題 

  第６次碧南市総合計画（案）について 

４ 市長へ答申 

１ 市民憲章

唱和 

○碧南市連絡委員幹事会代表幹事 渡邊委員の先導のより唱和 

２ 会長あい

さつ 

○会長よりあいさつ 

 

３ 議題 ○会長により進行、事務局から資料説明 

質疑応答 

榊原委員 ●行政のデジタル化とＩＣＴについて、特に年齢の高い人たちに対してどうや

っていくのかを教えていただきたい。 

●押印の見直しというのは、行政内部もあると思いますが、我々が書類を申請

するときの手続きも結構煩雑です。そのあたりが、今後どういう方向に進め

ていかれるのか、お示しいただければありがたいと思います。 



事務局 ●行政のデジタル化について、紙の届出書類を完全になくすことは無理だろう

と理解しています。ただ、高齢者の方ではなく、なかなか市役所に窓口に来ら

れない方については、インターネット経由等で届け出ができるような仕組み

づくりを我々の方で準備していかなければいけないと考えております。 

●国の方からは実印以外には「判子を押すことに意味がない。」ということまで、

規制改革の推進会議の方から言われております。こういった国の方向性に合

うように、押印を廃止するということと、必要な本人確認をどうやってして

いくのか、これから本格的に協議をしていきたいと考えております。碧南市

では、判子を押さない方法による承認手続きがどうやったらできるのか、総

務部の中で関係のする所管の担当を集めて週 1 回会議を始めております。今

後本格的に進めて参りますので、よろしくお願いいたします。 

会長 他にご意見がないので、お諮りします。 

第６次碧南市総合計画（案）につきまして、原案のとおり市長への答申とする

ことについて、賛成の方は拍手をお願いいたします。 

 （全員拍手） 

４ 市長へ答

申 

〇会長から市長へ答申 

岩崎先生によ

る総括 

〇第６次碧南市総合計画（案）についての総括 

市長あいさつ 〇市長よりお礼のあいさつ 

 


